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研究分野

学位

学歴

経歴

所属学会（役職）

【2016年度実績】

１．研究業績

著作・論文・学会発表等の名称 単著・共著の別

(1)発行所、全ページ数
(2)雑誌名、巻（号）、開始-終了
ページ
(3)学会名、開催都市

(1)(2)著者、編者名
(3)発表者（発表者は○印）

発行・発表年月

（１）著作

1

2

3

（２）論文

1

2

3

（３）学会発表

1 共著
第18回日本骨粗鬆症学
会

2

3

（４）その他

1

2

3

２．競争的資金等の研究

研究期間

1 2015.4～2018.3

2 2015.4～2018.3

3

３．教育業績

講義・演習・実習・論文指導等の名称 期間

（１）講義

1

2

3

（２）演習

1

2

3

該当なし

生体運動学，ウィメンズヘルス理学療法学

修士（保健学）

2004年埼玉県立大学保健医療福祉学部理学療法学科，2011年広島大学大学院保健学研究科心身機能
生活制御科学講座博士課程前期

2006年埼玉県立大学保健医療福祉学部理学療法学科助手、2010年　埼玉県立大学保健医療福祉学部理
学療法学科助教

日本理学療法士学会（ウィメンズヘルス・メンズヘルス理学療法部門運営幹事）、埼玉県立大学保健医療福
祉科学学会（学会誌編集委員）、専門リハビリテーション研究会、日本母性衛生学会、臨床歩行分析研究
会

研究名、研究代表者・研究分担者の別

該当なし

骨粗鬆症と転倒の予防教室参加者と非参
加者の骨密度と体力およびQOLの比較

該当なし

競争的資金等の名称

文部科学省・日本学術振興会科学研究費補助金（基盤研究
C）

妊娠中の姿勢と動作様式の個別的変化の成因
分析を画期的転倒予防プログラムへ導く研究
（研究代表者）

該当なし

育児休業中のため該当なし

概要（教育内容・方法等において工夫した点）

埼玉県立大学奨励研究費（A研究）

住民主体の骨粗鬆症と転倒の予防教室に対す
る行政と連携した支援の短期的効果と自立して
実施している教室の長期的効果の検討（研究
分担者）



（３）実習

1

2

3

（４）論文指導

1

2

3

（５）その他

1

2

3

４．社会貢献活動

（１）講演会、研修会等の講師

講演会、研修会等の名称 主催 講演、研修等のテーマ 開催年月

1

株式会社エバー
ウォーク、女性の
リハビリテーション
研究会

2016.11

2

3

（２）国、自治体、財団法人等における委員等

国、自治体、財団法人等の名称 委員等の名称 任期

1

2

3

（３）ジャーナリズムでの発言

メディア等の名称 内容 年月

1 2016.6

2 2016.12

3

５．学内運営（委員会委員）

1

2

3

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）

受賞名 主催 受賞年月

1

７．特許の保有状況

特許名 特許番号 登録年月

1

８．特記事項

該当なし

該当なし

ウーマンズヘルスケアフォーラム2016 妊娠・出産期の運動学

該当なし

該当なし

該当なし

広島大学 News＆Topicsにて研究成果コメント，Youtubeに動画掲載

VICON社 The Standard magazineにて研究成果・論文紹介

該当なし

該当なし

該当なし


